別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：植物防疫費
	事業名: 新　鳥獣被害対策緊急支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

農政部 農業振興課 構造改善担当　電話番号：058-272-1111（内2669）
E-mail：c11415@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：11,520千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　鳥獣被害対策本部現地対策チーム（仮）が、地域内の合意形成を図った上で、これまでにモデル地区などで実証されてきた被害防止技術を実践する農業者等の団体を重点的に支援し、地域ぐるみの対策の定着を図る。また、重点支援地区とその周辺地域の巡視と農業者への被害防止技術の助言、鳥獣を寄せ付けない集落環境整備や地域ぐるみの対策に関する普及啓発などをきめ細やかに行う鳥獣被害対策推進員を設置し、地域に密着した被害対策を推進する。

（１）鳥獣被害対策重点地区支援交付金（10地区）

・事業内容　　鳥獣被害対策推進員の設置、専門家を招いた講習会の開催、集落点検の実施、集落外周でのワイヤーメッシュ柵等の設置、住民の狩猟免許取得、緩衝帯の整備等

・事業実施主体　農業者を含む地域住民が組織する団体（農事改良組合、自治会、営農組合など）
・補助率　　　定額（ただし1地区あたり60万円以内）
　なお、間伐等の里山保全対策と連動した総合的な取り組みや、地域で問題となっている鳥獣種に応じた多様な取り組みを特に推進する。
（２）重点支援地区及び鳥獣被害対策アドバイザーの設置
　現地対策チーム（仮）の活動に係る経費の他、野生鳥獣に関する専門知識を有し、被害対策の指導について実績のある岐阜大学に、県や重点支援地区等からの要請に応じて専門家（鳥獣被害対策アドバイザー）を派遣する体制整備を委託する。また、専門知識を活かして、有害鳥獣の捕獲や被害量の把握などの調査を併せて行う。
	２　所要経費


（１）6,000千円
（２）5,520千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

12　美しい緑と清流づくりプロジェクト
	２　これまでの取組状況


被害地域での被害対策指導にあたる相談員を養成してきた（市町村、JA、農業共済、県職員等対象。H21:282名）。また、地域ぐるみの対策モデル地区を平成22年度までに5地区設置し、個体数管理、生息地管理、被害管理の総合的な被害対策を実証してきた。

平成22年度には雇用対策基金事業により、岐阜大学に鳥獣被害対策指導員の育成を委託した。
	３　これまでの取組に対する評価


これまでは相談員の養成を通じて被害対策の普及啓発を行ってきたが、今後、地域住民と一体となった被害対策をさらに推進するには、被害対策について基礎知識を持った地域住民の協力が欠かせない。また、モデル地区では地域ぐるみの対策がなされたが、他地域への普及をさらに進めるためには、現地対策チームが重点的に支援し、被害対策の優良事例を県内各地に設置することが必要である。
	決定額の考え方


鳥獣被害対策重点地区については、鳥獣被害額が大きい７地区を対象とし、予算計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	11,520
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,520

	決定額
	9,330
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9,330








